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1 6月6日(土)から栄将棋教室が再開、水曜日トーナメントは6月

10日(水)、 第80回東海団体リーグ戦も7月から再開 
 新型コロナウイルスの影響で4月から休業を余儀なくされていました栄将棋教室（代表

中山則男六段）は、いよいよ6月6日(土)から営業を再開します。また、栄将棋教室で開催

されてきました水曜日トーナメントもこの動きと連動する形で、6月10日(水)午前10時か

ら開催されます。 

これは愛知県内に出されていたコロナ緊急事態宣言解除、それに伴う各種事業の再開に

対応するものです。また、卒業、入学の節目もコロナ対策で大変だった学校も再開されま

した。 

 また、3月で中止になっていた第80回東海団体リーグ戦も4ヶ月の休みを終えて、7月か

ら再開されます。 

開催にあたってはコロナ対策として、消毒、マスク着用、対局スペースの十分な確保、

部屋の換気、体温測定（可能なら）などが必要となります。まもなく日本将棋連盟から将

棋普及におけるコロナガイドラインが示されるとも伺っていますので、それらも参考にし

ながら運営をしていくことになると思います。 

この機会に東海団体リーグ戦について、少し触れておきます。東海団体リーグ戦（当時

は東海本部団体リーグ戦）は、1993年9月5日(日)から名古屋栄にあった板谷将棋教室（代

表故板谷四郎九段）で10-チームで開始されました。最初の10チームは、サンヘルス、ト

ヨタ自動車、豊田合成、名古屋市役所、日本ガイシ、ブラザー工業、三井木材、名古屋大

学、将棋新選組、中山教室でした。 

この中で将棋新選組は板谷将棋教室の有段者で構成されたクラブチームで、1987年（昭

和62年）1月に故長谷川訓平さんを中心に結成されています。将棋新選組は約6年にわたり

名古屋大学、名古屋工業大学などと何度も交流戦を行い、そこから東海団体リーグ戦の発

足に繋げました。 

また、当時は対戦棋譜が中山則男四段（当時）の解説で、名古屋タイムズ紙（廃刊にな

った夕刊）に毎日掲載されていました。当時の資料はすべて東海普及連合会に保管されて

おり、連絡すれば閲覧可能です。 

日本将棋連盟東海普及連合会052-253-9441（平時1時～4時） 

ご存知のようにこのリーグ戦は支部、学生、グループなど様々な5人制チームの交流の

場として4か月に1回のペースで開催されてきました。第80回は1月～2月、7月～8月という

変則開催ですが、1年で3開催ですのでもう27年の歴史になります。 

第80回ではＡ級10チーム、Ｂ級12チーム、Ｃ級12チームの合計34チームと参加チームも

増加しています。 

内訳的には連盟支部関係14、グループ、クラブチーム15、大学など5チームです。誰で

も参加できる5人制の団体オープン戦で、各チーム概ね月1回の対戦になります。 

速報体制も竹河、鈴木、垣見、渋谷と受け継がれていますが、総括、チーム成績、個人

成績の3点セットは今も変わりません。ただし、最初は郵送で行っていたのが、今はメー

ルで行われるようになり、時代の移り変わりを反映しています。 
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コロナウイルスで将棋の普及も大変困難に直面していますが、皆さんのご協力で再び将

棋普及の先進愛知を復活させたいと思っています。 

 

2 新型コロナウイルス緊急事態宣言の解除を受けて 
4月7日に、日本政府より「新型インフルエンザ等緊急事態宣言」が発出されましたが、

5月25日には、全国での非常事態宣言が解除されました。これを受けて、日本将棋連盟は、

6月1日以降の対応をHPに掲載しております。（5月29日更新内容：要点のみ抜粋。詳しく

はHPでご確認ください。） 

【公式戦】 

〇 東西交流等、対局者の長距離移動を伴う公式戦を再開。タイトル戦の日程も随時HPで

公表。感染防止対策実施を前提とする。 

【奨励会・研修会】 

〇 6月1日以降再開。感染防止対策実施を前提とする。 

※ その他、将棋会館道場等も短縮営業開始。 

 これにより、ヒューリック杯棋聖戦第1局は6月8日開催、王位戦第1局は7月1～2日で開

催予定となっています。 

 藤井聡太七段の対局も再開されることとなり、タイトル挑戦最年少記録更新も見えてき

ました。重要な対局が目白押しという状況ですが、藤井七段の奮闘を期待するとともに、

応援していきたいと思います。 

また、将棋連盟からは、「大会・イベント・教室・例会等の運営におけるガイドライ

ン」が示されました。（ガイドラインについては、別紙参照） 

感染防止対策の徹底を図って、運営を進めていく内容ですので、これを踏まえて取り組

みを進めていくこととなります。 

なお、第2波、第3波の懸念もあり、まだまだ予断を許さない状況であることには変わり

はありません。当地域での将棋関連イベントの実施見込みについては、まだまだ流動的な

状況もあり、詳しくは東海普及連合会のHPにてご確認をお願いします。 

 また、栄将棋教室等の再開予定は次のとおりです。 

 栄将棋教室＝6月6日(土)から営業再開予定 

 水曜トーナメント＝6月10日(水)から再開予定 

 東海団体リーグ戦＝第80回リーグ戦を開催準備中 

 第70回東海普及連合会支部拡大推進委員会＝6月18日(木)に開催予定 

 愛知県支部連合会第305回役員会＝6月20日(土)に開催予定 

 いずれにいたしましても、新型コロナウイルス感染の動向には注視していく必要があり

ます。そうした厳しい状況にはありますが、必ずやすべての皆様の英知を結集して乗り切

る日が来ることを確信しております。引き続き、皆様方の格別なご協力をお願いいたしま

す。 

 

 

会報の配信をご希望の方は東海普及連合会事務所までご連絡ください。 

東海普及連合会のサイト（http://shogitokai.sakura.ne.jp/）からダウンロードしてい

ただくこともできます。 

東海普及連合会、愛知県支部連合会へのご意見がございましたら遠慮なくご連絡ください。 

 

東海普及連合会事務所 

〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目12番21号第2栄スカイタウン4A 

電話 052-253-9441 FAX 052-253-9442 E-mail shogi_tokai@ybb.ne.jp 


